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日本の経営ノウハウを
伝授する
「カンボジア日本人材
開発センター」
激しい内戦の傷跡がようやく癒やされつつあるかの
ように見えるカンボジア。しかし、内戦の混乱の中
で失われた人材の“穴”は、この国の将来を左右す
る深刻な課題だ。今後の自立を支える起業人材の
育成を目指す「日本人材開発センター」が2月に
オープンした。

カンボジア
CAMBODIA

内戦の影響で遅れている統計の整備・改善のため、JICAは政府職員の統計
能力の向上を目指す「政府統計能力向上計画」を2005年に開始した

内
戦
が
残
し
た
人
材
不
足
問
題

の
能
力
が
低
い
」
で
あ
っ
た
。
あ
る
時
、
20
人
の

大
学
生
に
「

」
の
問
題
を
出
し
た
と
こ
ろ
、

正
解
し
た
の
は
３
人
し
か
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

こ
の
国
に
と
っ
て
、
日
本
の
得
意
と
す
る
理
数
科

教
員
養
成
協
力
こ
そ
最
優
先
課
題
だ
と
い
え
る
。

次
は
起
業
人
材
の
話
で
あ
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
は

こ
れ
か
ら
自
立
し
て
い
く
た
め
に
自
助
努
力
で
経

済
を
復
興
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
で
は
か

つ
て
の
社
会
主
義
的
経
済
か
ら
自
由
な
市
場
経
済

へ
移
行
し
つ
つ
あ
る
が
、
問
題
は
新
し
い
市
場
経

済
を
ビ
ジ
ネ
ス
面
で
担
う
人
材
（
新
た
な
企
業
人

や
起
業
人
）
が
育
っ
て
い
な
い
こ
と
だ
。

す
で
に
日
本
政
府
は
「
Ｏ
Ｄ
Ａ
大
綱
」（
援
助
実

施
の
原
則
）
に
の
っ
と
っ
て
市
場
経
済
へ
移
行
し

十
分
な
教
育
を
受
け
ら
れ
な
い
ま
ま
に
成
人
し
た

者
が
、
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
を
教
育
で
き
る

の
か
。
現
在
、
先
生
た
ち
の
教
育
者
と
し
て
の
資

格
が
問
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
将

来
を
大
き
く
左
右
す
る
問
題
と
い
っ
て
も
過
言
で

な
い
。

Ｏ
Ｄ
Ａ
（
技
術
協
力
）
の
実
施
機
関
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

は
、
理
数
科
分
野
の
教
員
養
成
や
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
教
材
の
改
善
の
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

と
に
か
く
、
〝
失
わ
れ
た
教
育
〞
の
中
で
も
算
数
の

レ
ベ
ル
が
極
端
に
低
い
。
今
回
、
現
場
で
悪
戦
苦

闘
す
る
青
年
海
外
協
力
隊
員
、
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
各
分
野
の
専
門
家
か
ら
商
社
マ
ン
ま

で
会
っ
た
が
、
異
口
同
音
に
い
う
こ
と
は
「
算
数

カ
ン
ボ
ジ
ア
と
い
え
ば
、
ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ

ト
や
ア
ン
コ
ー
ル
・
ト
ム
を
知
ら
な
い
人
は
い
な

い
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
の
誇
り
だ
。
今
で
は
世
界
遺

産
と
し
て
世
界
が
注
目
し
、
あ
の
壮
大
な
ア
ン
コ

ー
ル
遺
跡
群
の
修
復
に
乗
り
出
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
国
は
輝
け
る
歴
史
の
一
方
で
、

約
30
年
前
の
ポ
ル
ポ
ト
共
産
主
義
政
権
に
よ
る
大

量
殺
り
く
と
い
う
暗
い
歴
史
を
背
負
っ
て
い
る
。

特
に
政
策
の
中
で
も
約
４
年
に
わ
た
る
学
校
教
育

の
廃
止
と
そ
の
後
の
混
乱
は
、
30
年
後
の
今
日
、

新
し
い
国
づ
く
り
の
中
核
と
な
る
べ
き
40
歳
世
代

に
大
き
な
穴
を
あ
け
て
い
る
。
子
ど
も
の
こ
ろ
、

文・写真＝荒木光弥（月刊『国際開発ジャーナル』主幹）
text and photos by Araki Mitsuya

ナ
で
、
主
と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
講
座
（
ほ
か
は

日
本
語
講
座
と
交
流
事
業
）
を
設
け
た
「
日
本
セ

ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
そ
の
運
営
に

当
た
っ
て
い
る
。

て
い
る
国
々
、
例
え
ば
ベ
ト
ナ
ム
（
ハ
ノ
イ
と
ホ

ー
チ
ミ
ン
）、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
準
備
中
）、
モ

ン
ゴ
ル
、
中
央
ア
ジ
ア
３
国
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
キ
ル
ギ
ス
、
そ
し
て
ウ
ク
ラ
イ

中州先端から、メコン川と
トンレサップ湖からのサッ
プ川との合流地点を望見
する。川ふちには漁民の
浮家が密集していた

観光客があふれる、アンコー
ル・ワットからアンコール・トム
のバイヨン寺院へと続く路上
の南大門。四面塔の顔は長さ
3メートルもある
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し
た
。
こ
ん
な
に
多
く

の
人
が
働
く
場
所
に
な

る
と
は
思
っ
て
い
な
か

っ
た
。
こ
れ
も
経
営
が

軌
道
に
乗
っ
た
か
ら
で

す
が
、
ま
ず
日
本
に
感

謝
し
た
い
」。
彼
は
今
、

世
界
の
援
助
潮
流
と
な

っ
て
い
る
「
貧
困
削
減
」

を
知
る
は
ず
も
な
い
が
、

彼
が
実
行
し
て
い
る
雇

用
の
拡
大
は
、「
食
べ
ら

れ
る
職
業
に
就
く
」
と

い
う
意
味
で
、
ま
さ
に

「
貧
困
削
減
」
そ
の
も
の

で
あ
る
。
多
く
の
人
々

に
食
べ
ら
れ
る
職
場
を
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去
る
２
月
21
日
、「
日
本
セ
ン
タ
ー
」
最
大
と
い

わ
れ
る
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
日
本
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
」

（
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
）
の
開
所
式
が
フ
ン
セ
ン
首
相
出
席
の

下
で
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
70
年

代
に
マ
レ
ー
シ
ア
経
済
発
展
を
目
指
し
て
「
日
本

カ
ン
ボ
ジ
ア
な
り
のL

ook
E
ast

フ
ン
セ
ン
首
相
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
経
験

は
無
視
で
き
な
い
が
、
そ
れ
が
カ
ン
ボ
ジ

ア
に
と
っ
て
ど
こ
ま
で
有
益
か
よ
く
吟
味

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
経
済

大
国
の
経
験
を
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
教
訓
と
し

て
理
解
す
る
必
要
は
あ
る
」。
文
脈
を
読

む
と
、
日
本
の
経
験
は
学
ば
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
は
カ
ン
ボ
ジ

ア
な
り
の
進
む
道
が
あ
り
、
そ
の
中
で
日

本
の
経
験
を
生
か
し
て
い
き
た
い
、
と
い

っ
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
た
。

日
本
の
経
営
コ
ー
ス
は
、
欧
米
の
座
学
的
な
Ｍ

Ｂ
Ａ
（
経
営
学
修
士
号
）
と
異
な
り
、
工
場
を
中

心
と
し
た
生
産
管
理
経
営
の
整
理
整
頓
な
ど
を
掲

げ
た
現
場
的
な
〝
５
Ｓ
運
動
〞
や
〝
改
善
運
動
〞
の

職
場
を
発
展
さ
せ
る
経
営
手
法

レ
ベ
ル
で
あ
り
、
生
産
性
を
上

げ
、
良
い
モ
ノ
を
創
る
と
い
う

〝
モ
ノ
づ
く
り
〞
を
目
指
し
た

産
業
発
展
の
草
の
根
的
な
職
業

訓
練
と
い
え
る
。
モ
ン
ゴ
ル
で

は
「
日
本
セ
ン
タ
ー
」
で
〝
５

Ｓ
運
動
〞
を
学
ん
だ
青
年
経
営

者
た
ち
が
自
ら
「
モ
ン
ゴ
ル
５

Ｓ
協
会
」
を
立
ち
上
げ
て
、
各

地
で
講
演
し
て
そ
の
普
及
に
努

め
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
に
感

謝
し
て
新
潟
県
中
越
地
震
の
被

災
民
に
寄
付
し
た
製
パ
ン
・
菓

子
メ
ー
カ
ー
の
若
き
社
長
は
こ

う
語
っ
て
い
た
。「
従
業
員
20

人
か
ら
始
め
て
、
今
で
は
10
倍

の
２
０
０
人
の
会
社
に
な
り
ま

つ
く
る
。「
日
本
セ
ン
タ
ー
」
は
そ
の
職
場
を
発
展

さ
せ
る
経
営
手
法
を
伝
授
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
日
本
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
）
で

も
モ
ン
ゴ
ル
と
同
じ
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
市
場

経
済
と
い
う
と
や
け
に
難
し
く
感
じ
る
が
、
現
場

的
に
は
、
〝
い
ち
ば
け
い
ざ
い
〞
で
あ
っ
て
、
分

か
り
や
す
く
い
う
と
日
本
セ
ン
タ
ー
は
、〝
い
ち
ば

け
い
ざ
い
〞
レ
ベ
ル
で
の
成
功
の
秘
訣

ひ

け

つ

を
教
え
る

所
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
〝
い
ち
ば
け
い

ざ
い
〞
が
本
格
的
な
市
場
経
済
へ
発
展
す
る
と
、

日
本
セ
ン
タ
ー
の
経
営
コ
ー
ス
も
段
階
を
追
っ
て

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
相
手
の

発
展
段
階
に
マ
ッ
チ
さ
せ
る
形
で
経
営
者
、
起
業

人
を
育
成
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
が
日
本
セ

ン
タ
ー
の
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
と
っ
て
新
し
い
研
修
の
地
平
を
拓ひ

ら

く

も
の
と
な
ろ
う
。

2月21日、カンボジア日本人材開発センター開
所式で、約400人の聴衆を前に「東方政策とカン
ボジア」と題する特別講演を行うマレーシアのマ
ハティール元首相（81歳）。気合いが入っていた

CJCCの初めての総合経営コー

スと起業家育成コース（有料）を

受講したうちの約30％はNGOグル

ープだった。これは、この国特有

の現象だといわれる。NGO参加者

たちはなんらかの形で、外国NGO

で働いている。その点、欧米の自

由経済を最初に体験したグループ

だともいえる。給料もカンボジア

で一番高いという。

そこで、義肢、車いすを製造し

ているNGO「ベテラン・インター

ナショナル・カンボジア」支配人

のケオ・リティ氏に会い、総合経

営コース受講の理由を聞いてみた。

彼は「1992年にUSAID（米国国際

開発庁）の支援で設立し、今でも

60～70％の資金援助を受けていま

すが、2007年でその支援が打ち切

られます。そこで、思い切って

NGOから株式会社へ転身して、新

しい地平を拓きたいと思って日本

の経営講座に参加しました」。もう

一人の起業家育成コース受講の

NGO職員 は「国際NGOで働いて

貯金がたまったので、何か事業を

起こそうと思って参加しました」

と述べていた。

経営コースに応募する
NGOたち

NOTE

ベテラン・インターナショナル・カンボジア
の工場では義肢や車いすを製造している。
左がケオ・リティ氏

車いすを作る目の不自由な職人

〞

センター内のコンピュー
ター室を見学するフンセ
ン首相。手前が高橋文明
大使

に
学
べ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
「L

ook
E
ast

P
olicy

（
東
方
政
策
）」
を
打
ち
出
し
た
マ
ハ
テ
ィ

ー
ル
元
首
相
の
特
別
講
演
で
あ
っ
た
。
ス
ピ
ー

チ
・
タ
イ
ト
ル
も
「
東
方
政
策
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
」。

こ
れ
は
日
本
の
実
践
的
経
営
経
験
を
今
の
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
零
細
・
中
小
企
業
向
け
に
伝
達
し
よ
う
と

す
る
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
日
本
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
」

の
船
出
に
ふ
さ
わ
し
い
特
別
講
演
で
あ
っ

た
。
式
典
に
は
在
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
欧
米
、

ア
ジ
ア
各
国
大
使
館
か
ら
も
大
使
や
公
使

が
参
席
し
て
「
お
手
並
み
拝
見
」
と
い
わ

ん
ば
か
り
に
高
橋
文
明
大
使
や
フ
ン
セ
ン

首
相
の
ス
ピ
ー
チ
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
元
首

相
の
特
別
講
演
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

翌
日
の
現
地
紙
「
レ
ス
マ
イ
カ
ン
ボ
ジ

ア
」
は
、
〝
カ
ン
ボ
ジ
ア
首
相
はL

o
o
k

E
ast
P
olicy

へ
の
決
意
表
明
〞
と
題
し
て

こ
う
述
べ
て
い
た
。「
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
氏
は

早
く
正
し
く
国
を
発
展
さ
せ
た
国
づ
く
り

の
経
験
を
紹
介
し
た
が
、L

ook
E
ast

P
olicy

は
日
本
を
国
家
目
標
の
モ
デ
ル
に

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ア
ジ
ア
地
域
の
歴

史
を
振
り
返
る
と
、
マ
レ
ー
シ
ア
がL

ook

E
ast
P
olicy

を
採
用
す
る
前
か
ら
東
ア
ジ

ア
地
域
の
人
々
は
『
東
』
を
目
指
し
て
い

た
。
明
治
以
降
の
日
本
的
近
代
化
は
ア
ジ

ア
の
国
々
に
と
っ
て
モ
デ
ル
に
な
っ
た
。

「魚醤
ぎょしょう

」メーカーの工場内。作業工程が雑然としている。日本センターはこうした工場の生産管理経営を改善し、
生産性を上げるための手法を伝える場となる

カンボジア王立大学外国語学院の敷地内に建設されたカンボジア日本人材開発センター前に、開所
式典用のテントが設置された。学生たちも参席した
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